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シンボルの赤煙突を望む（中央）

圧搾蔵、煙突、主屋（左から）

巻
の
三
十
二

　
６
月
15
日
、
国
の
文
化
審
議

会
は
文
部
科
学
大
臣
に
、
牛
窓

町
牛
窓
に
あ
る
備
中
屋
高
祖
酒

造
主
屋
・
座
敷
蔵
・
圧
搾
蔵
・

井
戸
や
洗
い
場
・
煙
突
な
ど
３

棟
１
基
１
所
を
、
国
の
登
録
有

形
文
化
財
（
建
造
物
）
の
登
録

に
す
る
よ
う
答
申
し
ま
し
た
。

　
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

は
、
指
定
文
化
財
を
除
く
、
建

造
物
や
、
土
木
構
造
物
・
そ
の

他
の
工
作
物
の
う
ち
、
原
則
と

し
て
建
築
後
、
50
年
を
経
過
し
、

国
土
の
歴
史
的
景
観
に
寄
与
し

て
い
る
な
ど
の
基
準
に
該
当
し

て
い
る
文
化
財
で
す
。

　
備
中
屋
高
祖
酒
造
は
、
江
戸

時
代
港
町
と
し
て
栄
え
た
牛
窓

町
の
東
部（
関
町
〜
東
町
）の
古

い
町
並
み
の
残
る
「
し
お
ま
ち

唐
琴
通
り
」
沿
い
に
あ
る
造
り

酒
屋
で
、
主
屋
の
ほ
か
必
要
な

施
設
が
残
っ
て
い
ま
す
。
天
保

年
間
（
１
８
３
０
〜
１
８
４
３
）

ご
ろ
に
初
代
の
高
祖
吉
三
郎
に

よ
り
酒
造
業
が
始
め
ら
れ
た
と

さ
れ
、
以
後
昭
和
35
年
ま
で
こ

こ
で
操
業
し
て
い
ま
し
た
。

　
敷
地
の
周
囲
に
道
路
を
め
ぐ

ら
せ
、
主
屋
は
「
し
お
ま
ち
唐

琴
通
り
」
か
ら
東
へ
向
か
う
小

路
に
南
面
し
て
建
っ
て
い
ま
す
。

建
物
は
「
コ
」
字
形
に
連
続
し

た
主
屋
と
奥
座
敷
、
圧
搾
蔵
、

仕
込
み
蔵
が
配
置
さ
れ
、
敷
地

の
ほ
ぼ
中
央
に
は
煉
瓦
造
の
煙

突
が
そ
び
え
立
っ
て
い
ま

す
。

　
以
下
、
答
申
さ
れ
た
建

物
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

　
主
屋
は
入
母
屋
造
の
四

方
庇
屋
根
付
き
の
２
階

建
、
黒
漆
喰
塗
、
な
ま
こ

壁
、
平
格
子
な
ど
明
治
時

代
中
期
の
和
風
建
築
で
、

酒
造
住
宅
と
し
て
風
格
の

あ
る
た
た
ず
ま
い
を
見
せ

て
い
ま
す
。

　
座
敷
蔵
・
圧
搾
蔵
と
も

江
戸
時
代
後
期
の
創
業
当

時
の
建
物
で
、
土
蔵
造
の
２
階

建
、
屋
根
は
切
妻
造
、
敷
地
の

西
辺
を
明
確
に
区
画
し
、
二
つ

の
建
物
が
一
帯
と
な
り
四
段
違

い
落
ち
屋
根
の
特
異
な
景
観
を

見
せ
て
い
ま
す
。

　
井
戸
や
洗
い
場
は
、
昭
和
初

期
の
築
造
で
醸
造
用
水
場
関
連

の
重
要
な
構
成
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
煙
突
は
昭
和
７
年
ご
ろ
建
て

ら
れ
た
も
の
で
、
平
面
は
方
形

で
高
さ
15
㍍
。
赤
レ
ン
ガ
を
長

い
面
だ
け
の
段
、
短
い
面
だ
け

の
段
と
一
段
お
き
に
積
む
イ
ギ

リ
ス
積
で
、
頂
部
の
東
と
西
面

に
酒
銘
の
「
千
寿
」
の
文
字
を

書
き
記
し
て
い
ま
す
。「
潮
待

ち
港
の
赤
煙
突
」
と
呼
ば
れ
「
し

お
ま
ち
唐
琴
通
り
」
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
答
申
に
よ
り
、
瀬
戸

内
市
内
で
の
登
録
有
形
文
化
財

（
建
造
物
）
は
、
旧
中
國
銀
行

牛
窓
支
店
（
現
　
牛
窓
ミ
ュ
ゼ

文
化
館
）、
旧
牛
窓
警
察
署
本

館
（
現
　
海
遊
文
化
館
）
と
と

も
に
３
件
と
な
り
ま
し
た
。
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あ
っ
さ
く
く
ら

れ
ん  

が
づ
く
り

い
り
　も
　
や

ひ
さ
しく

ろ
し
っ
く
い
ぬ
り

き
り
づ
ま
づ
く
り

備中屋高祖酒造の主屋、煙突など

計５件を国登録有形文化財の登録に答申

あ
せ
ら
ず
　
あ
わ
て
ず
　
あ
き
ら
め
ず

　 

「
け
ん
玉
道
場
鹿
忍
支
部
」

こぼれたボール
に素早く反応

みんな仲良しの長船ミニバスケット
ボールスポーツ少年団の皆さん

　考える力を身に付ける
「長船ミニバスケットボール
　　　　　  スポーツ少年団」

　
長
船
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
練
習
日
。

団
員
27
人
は
、

１
時
間
程
度
の

基
礎
練
習
の
後
、

対
人
、
ゲ
ー
ム

形
式
の
練
習
を

次
々
と
こ
な
し

て
い
き
ま
す
。

各
自
そ
れ
ぞ
れ

の
技
術
向
上
を
目
指
し
、
ド
リ

ブ
ル
、
パ
ス
、
シ
ュ
ー
ト
を
繰

り
返
し
練
習
。
８
月
の
岡
山
県

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓

大
会
に
向
け
て
、
み
ん
な
気
合

十
分
で
す
。

　
同
団
の
モ
ッ
ト
ー
は
『
考
え

る
力
を
身
に
付
け
る
』。「
一
人

一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
考
え
、
自
主

的
に
物
事
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
指
導
し
て
い
ま
す
。
ミ
ニ
バ

ス
を
通
じ
て
、
一
人
の
人
間
と

し
て
大
き
く
成
長
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
指
導
者
の
内
田
吉
挙

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
た
だ
今
、
団
員
募
集
中
。
一

緒
に
汗
を
流
し
、
強
い
心
と
体

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

★
活
動
場
所
・
日
時

▽
行
幸
小
学
校
体
育
館
…
水
曜

日
　
午
後
６
〜
８
時
、
第
２
・

４
土
・
第
１
日
曜
日
　
午
後
１

〜
４
時
　
▽
長
船
中
学
校
体
育

館
…
金
曜
日
　
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
30
分
（
４
〜
９
月
）・
午

後
６
〜
８
時
（
10
〜
３
月
）、
第

３
日
曜
日
　
午
後
１
〜
４
時

★
会
費
　
月
１
、
５
０
０
円

★
連
絡
先
　
新
藤
康
一
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
２
６
―
６
９
６
６

　
け
ん
玉
が
大
好
き
な
子
ど
も

た
ち
が
、
鹿
忍
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
に
集
合
し
ま
す
。
ま
ず
初
め

に
、
子
ど
も
た
ち
は
、
け
ん
玉

の
大
皿
と
中
皿
を
行
っ
た
り
来

た
り
す
る
『
も
し
か
め
』
と
い

う
技
に
挑
戦
。
落
と
さ
ず
に
ど

れ
だ
け
長
く
継
続
で
き
る
の
か
。

音
楽
に
合
わ
せ
、
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
行
う
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
、

真
剣
そ
の
も
の
で
す
。

　
そ
の
後
、『
と
め
け
ん
』『
日

本
一
周
』
な
ど
の
大
技
を
、
そ

れ
ぞ
れ
自
分
の
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
、
練
習
し
ま
す
。

　
こ
の
道
場
の
最
高
有
段
者
は

５
段
。
少
年
少
女
日
本
け
ん
玉

道
選
手
権
大
会
の
予
選
会
に
出

場
し
、
全
国
入
賞
を
狙
い
ま
す
。

　「
け
ん
玉
は
『
あ
せ
ら
ず
　

あ
わ
て
ず
　
あ
き
ら
め
ず
』
の

精
神
で
、
続
け
る
こ
と
が
大
切
。

そ
れ
が
、
自
分
の
自
信
に
つ
な

が
り
ま
す
」
と
指
導
者
の
森
道

人
さ
ん
。「
難
し
い
技
が
、
練
習

し
て
で
き
た
と
き
は
、
最
高
に

う
れ
し
い
」
と
目
を
輝
か
せ
る

子
ど
も
た
ち
。

　
け
ん
玉
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

一
度
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

★
活
動
日
時
　
金
曜
日
・
午
後

　
７
時
〜
８
時
30
分
（
月
１
回

　
休
み
）

★
活
動
場
所
　
鹿
忍
ふ
れ
あ
い

　
プ
ラ
ザ

★
会
費
　
月
３
０
０
円

★
代
表
　
森
　
道
人
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
４
９
７
５

　

けん玉が大好きなけん玉道場の皆さん

懸命に『もしかめ』に
挑戦する子どもたち

このコーナーは、生涯学習に生き生きと取り組む皆さんを紹介し
ます。皆さんも仲間入りしませんか。
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